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［背景及 び 目的 ］

　水 田 と つ な が る 河川で は ， 代 か きや 田植 え時に 濁 っ た 田面水 が 流出 しやすい た め
， 濁水

に よ る環境負荷が 懸念 され て い る ．現在 まで に ，水 田 か らの 濁水発 生軽 減技術 と して 石 膏

やケ イ カ ル 等の 土壌改良資材を施用す るこ とで ， 田面水 の 懸濁物質の 沈降が 早ま り水質汚

濁 が 低減で き る こ とが報告 され て い る． しか し，生 産 物の 収量や品質 に関係 な く，沈 降剤

と して の み 土壌改 良資材 を投入 す る こ とは
，

コ ス ト負 担の 観 点か ら生 産 者 へ の 技術導入 は

難 しい こ とが 考 え られ る．そ こ で ， 本 試験で は 現 地 圃 場 の 土 壌分 析 を行い
， 診断 結果 に基

づ い た土壌改 良資材 や化 成肥 料 を施用 し， 田面 水 の 濁 度や 透視度 に及 ぼす影 響並び に水稲

の 収量性 に つ い て 明 らか に した ．

［材 料 及 び方法 ］

　現地 の 試 験 圃場 の 土壌 を採 取 し ， 定法 （土壌養分分析法，養賢堂 ）に よ り ， pH （H，
0）， EC ，

可給態 リン酸 ， 交換性塩 基 を分析 し た． こ の 分析結果 に 基づ き，土 壌 改良資材お よび化成

肥 料 を施肥 設計 した ．2010 年 5 月 7 日に，試験 圃場に は 土壌改 良資材及び 化成肥料 を，対

照圃場 に は マ ッ プ 202 （慣 行肥 料） を施 用 した （各区の 面積 は 2600   ）． 12 日に 両 圃場 に

入水 し ， 翌 13 日に試 験 圃場の み 塩安を散布 した ．そ の 後，両 圃場で 代か き を行い
， 16 日に

品種
‘

あきた こ ま ち
’

を移植 した ．代 か き後 （5／13）， 代 か き 1 日後 （5／14）， 田植え前 （5／16），

田植 え 1 日 後 （5／17）に 両 圃 場 3 カ 所 ず つ 田 面 水 を採 取 し ， 濁 度 （水 質 分 析 計 ，HACH

DREL／2000 ）及び 透視度 を測定 した．生育調査は 7 月 20 日に 草丈 ， 茎数 ， 葉色 を測定 し ，
8

月 30 日に収穫調 査 を行 っ た ．

［結果 と考察］

　試 験圃場 の 土壌 は ， 交換性 苦土お よび 交換性加里 が 低 く ， 基準値の 半分程度 で あ っ た （表

1 ）． こ の 結果 を基 に ， 土壌改 良資材 として硫 酸 マ グネ シ ウム を選 定 し ， 加 里 は 不 足 分を補

う量 と した．すな わ ち ， 土壌改良資材 を 60kg／10a， 化成肥料 を塩 安 12kg／10a， 過 リン 酸石

灰 15kg／10a，塩化 カ リ 20kg／10aと した ．対照 圃場 で は慣行 肥料 と して マ ッ プ 202を 25kg／10a

施用 した （表 2 ）．代 か き 1 日後の 田面水 の 濁度 は ， 対照 区で 226mg／L に 対 して
， 試 験 区で

43mg／L （対照 区の 約 1／5）で あ り ， こ の 時 の 透視度は対照区が 4cm ， 試験区は 15cm （対照区

の 約 4 倍 ） で あ っ た （図 1 ）．田植 え 1 日後の 濁度や 透視度も ， 対 照 区 に比 べ 試験 区 で清水

化 の 傾向が維持 され て い た．生 育調査 で は草丈 ，茎数，葉色 に 区間差 はなか っ たが ，粗 玄

米重は ，対 照区が 461kg／  に 対 して ，試験区が 510kg／  で あ り， 試験 区で 高い 収量が得 ら

れた （表 3 ）．以 上 の 結果 よ り
， 土壌診 断に 基づ い た 土壌 改良資材 （硫 酸 マ グネ シ ウム ）お

よび 化成 肥料を代か き前の 水 田に施用 す る と ， 代か き 1 日後 ， 田 植 え 1 日後 の 田面水 の 濁

度が 軽減 し ， 早 期 に 清水 化 で き る こ とが 明 らか とな っ た ． さ らに試 験 区 の 収 量 は 対 照 区 と

同等以上 得 られ る こ とが 確認 で きた ．
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表 1　 土壌分析結果

pH

（H20）

　 EC　 　 可 給態 リン 酸

（mS ／cm ）　　　　（mg ／100g）

交換性 塩基 （mg ／100g）
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基 準 値 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　10−80　 　 　 100− 170　 　 30−50　 　 25−40

pH （H20）は土液比 1 ：2．5，　 EC は 1 ： 5 の 抽 出に よ るガ ラ ス 電極 法で 測定．可給態 リ ン 酸は トル オ ー

グ法，交換性 塩基は原子吸光法で 測 定 ，

基準値は ， 愛媛県土壌診断評価指標 （愛媛県農林水産部技術指導課，1995 ） を参考に した．

表 2　 土壌分析結果 に 基づ い て 設計 した試 験圃場 の 施肥

土 壌改良資材 肥料

種類 （施用 量）　　　 　　　　 　　 種類 （施 用量）

試験 圃場

硫酸 マ グネシ ウム （60kg／10　a ）

塩安 （12kg／10a）

過 リン 酸 石灰 （15kg／10a）

塩 化カ リ （20kg ／10a）

対照圃 場 な し マ ッ プ 202（25kg／10a）
マ ッ プ 202 は N ：P205：K

！
O＝3 ：2．5 ；3。
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　　　　 図 1　 田面水 の 濁度 と透視度 の 推移

　 　　 　 　 垂直 バ ー
は標準誤 差を示す （n ＝ 3）

表 3　 生育お よび 収量調査結 果
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